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「誰もが安心して暮らすことができる福祉でまちづくり」

社会福祉法人　紫波町社会福祉協議会
岩手県紫波郡紫波町二日町字古舘356ー1　紫波町総合福祉センター内
TEL：019ー672ー3258　FAX：019ー672ー5039
e-mail：shiwa-shakyo@ce.wakwak.com
ホームページ：http://www.shiwa-shakyo.or.jp/
facebook：https://www.facebook.com/siwashakyo/

HPはこちらから▼

FBはこちらから▼

表紙写真について：

　11月21日（日）ラ・フランス温泉館湯楽々で金婚を祝う会

が開催され、50年にわたり苦楽を共にしてきた夫婦３組６名

が出席し、節目を喜びあいました。詳しくは2ページをご覧下

さい。
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畠山芳男さん・和子さん深澤　剛さん・敬子さん菅沼裕悦さん・きよえさん
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当
日
、
三
組
の
ご
夫
婦
六
名
に
金

婚
を
祝
う
会
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
夫
婦
で
の
写
真
、
来
賓
を
交

え
て
の
集
合
写
真
を
撮
影
後
、
式
典

で
は
出
席
者
を
代
表
し
て
赤
石
地
区

の
深
澤
剛
さ
ん
・
敬
子
さ
ん
夫
婦
に

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
余
興
と
し
て
民
謡
歌
手

の
漆
原
栄
美
子
さ
ん
に
よ
る
民
謡
、

虹
の
保
育
園
園
児
に
よ
る
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
、
最
後
は
参
加
者
宅
に
お
邪
魔
し

た
際
、
お
伺
い
し
た
結
婚
当
時
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
紹
介
と
写
真
を
交

え
な
が
ら
映
像
で
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
の
金
婚
を
祝
う
会

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
会
食
は
控
え
お
料
理
は
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
約
二
時
間
の
会
は
、
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

　

ど
の
夫
婦
か
ら
も
お
二
人
の
親
密

ぶ
り
や
お
互
い
へ
の
信
頼
な
ど
が
感

じ
ら
れ
、「
夫
婦
円
満
の
秘
訣
」
が

伺
え
た
一
日
で
し
た
。

夫
婦
円
満
の
秘
訣
は何

で
す
か
？

　11月２日（火）、岩手県民会館で標記大会が開催され、福祉に功績のあった方への表彰が行われました。
紫波町内の受賞者は下記のとおりです。

　１０月１５日（金）、紫波町情報交流館で開催した『ふくしまつり紫波町ふれあいフェスタ2021』で社会福
祉の増進、功績のあった個人に対して、表彰を行いました。受賞者は下記の通りです。

岩手県知事表彰
● 在宅介護者
  ・松　本　　　茂 さん（日詰）

岩手県社会福祉大会長表彰
● 在宅援護介護者
  ・細　川　博　明 さん（片寄）
● 永年勤続功労者
  ・細　川　恵　子 さん（社協副会長）
  ・佐　藤　　　薫 さん（社協職員）

社会福祉団体職員
  ・阿　部　惠　子 さん（紫波町母子寡婦福祉協会）
  ・佐　藤　美智子 さん（紫波町母子寡婦福祉協会）

褒賞
  ・松　﨑　由　子 さん（水分）
  ・吉　田　喜美子 さん（水分）

おめでとうございます

岩手県社会福祉大会

紫波町社会福祉協議会長表彰
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各種事業実施報告各種事業実施報告

令和3年 12月 216号

　11月から12月の間で紫波第二中学校と日詰小学校、
赤石小学校、西の杜小学校にてキャップハンディ体験
を実施し、車椅子と白杖を行いました。「見えなくて怖
い」「車椅子が他の人にぶつからないか不安」等の声が
聞かれましたが生徒の皆さんは最後まで真剣に取り
組んでいました。
　社会福祉協議会では福祉教育に関する職員派遣や
福祉用具の貸出しを行っていますので、お気軽にお問
い合わせ下さい。

　令和３年12月４日（土）紫波町多目的スポーツ施設
（サンビレッジ紫波）にて岩手県サッカー協会様からご
協力をいただきウォーキングフットボールを実施いた
しました。けやき学園の利用者と父兄、紫波町手をつな
ぐ親の会の会員合わせて８名が参加され汗を流しまし
た。
　ウォーキングフットボールは『走ってはいけない』『ヘ
ディング禁止』『接触プレー禁止』の特徴があり、性別
や年齢を問わず、運動が苦手でも、障がいがあっても
みんなで一緒に楽しめるスポーツでイギリスではクラ
ブが1,000以上あります。日本ではJリーグや自治体
等で広まり始めています。

白杖体験 車イス体験

紫波町の福祉事業所紹介
就労支援事業所  ムーヴメントしわ

　県道13号線あぐり志和産直センター隣にある通所の障
がい者支援施設です。障がい特定はせず、障がい認定を
受けていない方のご相談もお受けします。
　施設の目的は通所者に①生産活動の機会を提供し工賃
を支払う②就労に必要な知識の習得・職場実習の実施等、
就労希望者に就労を支援することを目的にしています。
　作業内容は①しあわせキッチンの作業②お弁当やオード
ブルの生産・販売③地域の農家等との農福連携作業④農
協・神社・お寺・アパート等の委託された施設内外での作
業等で、通所者が生きがいを持って働けるよう『地域貢献
活動』を中心に据えています。
　偶数月の第３金曜日午後２時30分からは『しあわせ（認知
症）カフェ』を開催しています。
　通所者の工賃向上のため、お弁当やオードブルの販売推
進に努める他、今年の冬からは焼き芋の生産販売を開始
します。
　皆様のご来店やご注文をお待ちしています。

ムーヴメントしわでは下記の活動をしています
〇 就労継続支援B型（雇用契約なし）

お問い合わせ先
◇しあわせキッチン　紫波町片寄字山田前293-1
　営業時間：午前10時30分～午後3時
　定   休   日：毎週月曜日
　TEL・FAX：019-613-7008

お掃除も請け負ってます

おいしい焼き芋販売してます

職員と一緒にお弁当の準備

親子で楽しくプレーしました

小中学校で
キャップハンディ体験

三障がい者『ウォーキング
フットボール』交流会



令和3年 12月 216号

　 まごころ● まごころ 令和3年10月～令和3年11月まで

4

お知らせ

生活福祉基金
教育支援基金貸付のご案内
生活福祉基金
教育支援基金貸付のご案内
生活福祉基金
教育支援基金貸付のご案内

低所得世帯を対象に、
修学費用を貸付する制度です。

【資金種類】
①教育支援資金
　　　　　高校(月)………………… 3.5万円以内
　　　　　高専(月)………………… 6.0万円以内
　　　　　短大(月)………………… 6.0万円以内
　　　　　大学(月)………………… 6.5万円以内
②就学支度費
　　　　　　……………………………  50万円以内

【償還期間】　ー　20年以内
【貸付利息】　ー　無利子
【その他】
①日本学生支援機構の奨学金制度や、母子福祉資金貸
付などの利用が本資金より優先となりますので、利用
可否をご確認ください。
②申請から決定となるまでに約１ヶ月間かかります。 令和３年度社協会費について

　令和３年10月発行№215号で、結果報告してお
りましたが、その後追加のご協力がありましたので
お知らせいたします。

☆赤石18区様 ……… 153,000円
☆しわ歯科様 ………… 3,000円

●寄　付
　匿　名………………………………  80,000円
　匿　名………………………………  20,000円
　㈱伊藤園様…………………………　38,120円
　匿　名……………………………… 車椅子2台
　みちのくコカ・コーラボトリング㈱様
　　　  …… スポーツドリンク1本300mL×96本
　㈲ウイング様　
　　　  …………詳しくは左隣の記事をご覧ください

除雪モデル団体募集除雪モデル団体募集除雪モデル団体募集
　地域住民参加型による除雪並びに安否確認
を行うことを目的にモデル事業を実施します。
　指定した団体には、事業費 (１団体５万円を
上限)を助成します。詳細は、紫波町社会福祉
協議会まで連絡をお願いします。

電  話：019-672-3258
F A X：019-672-5039
E-mail：shiwa-shakyo@ce.wakwak.com

◆電話番号が記載されている欄についてはそちらにお問い合わせください。
それ以外のお問い合わせは

紫波町社会福祉協議会

　令和３年11月29日（月）紫波町総合福祉センター
にて㈱アウトレジャー様（小塚久司代表取締役）
と当会は暴風、豪雨、豪雪、洪水、地震、噴火そ
の他の異常な自然現象により、大規模な災害が紫
波町内に発生した場合又は発生する恐れがある場
合に㈱アウトレジャー様が保有する照明や発電機、
その他のレンタル機材について提供支援していただ
くため協定を締結しました。

災害時における
レンタル機材の提供に関する協定

左：当会近藤会長　　右：小塚代表取締役

ご寄付ありがとうございます
　令和３年11月30日（火）、調剤薬局を運営する
㈲ウイング様の山本考哉代表取締役社長と㈱東北
銀行様の水澤光みたけ支店長が来所され、当会へ
ご寄付をいただきました。
　寄付者の山本代表取締役社長より「地域包括ケ
アシステムをさらに進めていくには医療と福祉がさ
らに連携する必要があり、これが住みやすい町づく
りに繋がってくる」とお話しがありました。
　当会の石亀副会長より「安心して暮らせる社会の
実現に向けて寄付金を役立てます」と感謝をお伝え
しました。
※㈱東北銀行様が行う『とうぎん地域貢献寄付型ローン』
よりご寄付をいただいております。

左：当会石亀副会長  中：山本代表取締役社長  右：水澤みたけ支店長




